
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】大型で高品質なＡｌＮ結晶基板を製造すること

ができるＡｌＮ結晶基板の製造方法、大型で高品質なＡ

ｌＮ結晶を成長させることができるＡｌＮ結晶の成長方

法およびその成長方法により成長したＡｌＮ結晶からな

るＡｌＮ結晶基板を提供する。

【解決手段】異種基板１上に異種基板１の口径ｒに対し

て０．４ｒ以上の厚さにＡｌＮ結晶２を昇華法により成

長させる工程と、異種基板１から２００μｍ以上離れた

ＡｌＮ結晶２の領域からＡｌＮ結晶基板３を形成する工

程と、を含む、ＡｌＮ結晶基板３の製造方法である。ま

た、その製造方法により製造されたＡｌＮ結晶基板３上

にＡｌＮ結晶２を昇華法により成長させるＡｌＮ結晶２

の成長方法とその成長方法より成長したＡｌＮ結晶２か

らなるＡｌＮ結晶基板３である。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 異 種 基 板 上 に 前 記 異 種 基 板 の 口 径 ｒ に 対 し て ０ ． ４ ｒ 以 上 の 厚 さ に Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を 昇 華 法
に よ り 成 長 さ せ る 工 程 と 、 前 記 異 種 基 板 か ら ２ ０ ０ μ ｍ 以 上 離 れ た 前 記 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 領 域
か ら Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 を 形 成 す る 工 程 と 、 を 含 む 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 異 種 基 板 か ら 前 記 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 成 長 方 向 へ の 距 離 が 増 加 す る に し た が っ て 前 記 Ａ ｌ
Ｎ 結 晶 の 転 位 密 度 が 単 調 に 減 少 し て い る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の Ａ ｌ Ｎ 結 晶
基 板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 異 種 基 板 か ら 前 記 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 成 長 方 向 へ の 距 離 を ｔ （ ｍ ｍ ） と し 、 ｔ ＝ １ の と き
の 前 記 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 転 位 密 度 を ａ （ ／ ｃ ｍ 2 ） と し た と き 、 前 記 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 転 位 密 度 Ｅ
は 、 ｔ ≧ １ の 範 囲 に お い て 、 Ｅ ＝ ａ × ｔ - 0 . 1 の 式 で 表 わ さ れ る 関 数 と Ｅ ＝ ａ × ｔ - 3 の 式 で
表 わ さ れ る 関 数 の 間 の 領 域 に 存 在 す る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基
板 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か に 記 載 の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 の 製 造 方 法 に よ り 製 造 さ れ た Ａ ｌ Ｎ
結 晶 基 板 上 に Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を 昇 華 法 に よ り 成 長 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 成 長
方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 の 口 径 が ２ イ ン チ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の
Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 成 長 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 上 に 前 記 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を 成 長 さ せ る と き の 原 料 温 度 が 、 前 記 異 種 基 板
上 に 前 記 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を 成 長 さ せ る と き の 原 料 温 度 よ り も 高 い こ と を 特 徴 と す る 、 請 求 項 ４
ま た は ５ に 記 載 の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 成 長 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ４ か ら ６ の い ず れ か に 記 載 の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 成 長 方 法 に よ っ て 成 長 し た Ａ ｌ Ｎ 結 晶
か ら な る 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 （ 窒 化 ア ル ミ ニ ウ ム 結 晶 ） 基 板 の 製 造 方 法 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 成 長 方
法 お よ び そ の 成 長 方 法 に よ り 成 長 し た Ａ ｌ Ｎ 結 晶 か ら な る Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 は 、 ６ ． ２ ｅ Ｖ の エ ネ ル ギ バ ン ド ギ ャ ッ プ 、 約 ３ ． ３ Ｗ Ｋ - 1 ｃ ｍ - 1 の 熱 伝 導
率 お よ び 高 い 電 気 抵 抗 を 有 し て い る た め 、 光 デ バ イ ス や 電 子 デ バ イ ス な ど の 基 板 材 料 と し
て 注 目 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 成 長 方 法 と し て は 、 た と え ば 、 昇 華 法 に よ り Ｓ ｉ Ｃ （ 炭 化 ケ イ 素 ） 基
板 な ど の 異 種 基 板 上 に 成 長 さ せ る 方 法 ま た は 昇 華 法 に よ り 自 発 核 成 長 さ せ る 方 法 な ど が 知
ら れ て い る （ た と え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 B.Raghothamachar et al., “ X-ray characterization of bulk AlN si
ngle crystals grown by the sublimation technique” , Journal of Crystal Growth, 2
50 (2003), pp.244-250
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を 昇 華 法 に よ り 異 種 基 板 上 に 成 長 さ せ る 方 法 に お い て は 、 口 径 が 大 き い 異 種
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基 板 を 用 い る こ と に よ っ て 、 大 型 の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を 成 長 さ せ る こ と が で き る 。 し か し な が ら
、 こ の 方 法 に お い て は 、 異 種 基 板 と Ａ ｌ Ｎ 結 晶 と の 間 の 格 子 定 数 差 や 熱 膨 張 係 数 差 な ど の
違 い か ら ク ラ ッ ク や 転 位 密 度 が 増 加 し 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 品 質 の 低 下 、 ひ い て は そ の Ａ ｌ Ｎ 結
晶 か ら 得 ら れ る Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 の 品 質 が 低 下 す る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 昇 華 法 に よ り Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を 自 発 核 成 長 さ せ る 方 法 に よ っ て 作 製 さ れ た Ａ ｌ Ｎ 結 晶
は 、 光 デ バ イ ス や 電 子 デ バ イ ス な ど の 基 板 に 適 用 で き る 程 度 の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の サ イ ズ が 得 ら
れ な い と い う 問 題 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 大 型 で 高 品 質 な Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 を 製 造 す る こ と が で き る Ａ ｌ
Ｎ 結 晶 基 板 の 製 造 方 法 、 大 型 で 高 品 質 な Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を 成 長 さ せ る こ と が で き る Ａ ｌ Ｎ 結 晶
の 成 長 方 法 お よ び そ の 成 長 方 法 に よ り 成 長 し た Ａ ｌ Ｎ 結 晶 か ら な る Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 を 提 供
す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 異 種 基 板 上 に 異 種 基 板 の 口 径 ｒ に 対 し て ０ ． ４ ｒ 以 上 の 厚 さ に Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を
昇 華 法 に よ り 成 長 さ せ る 工 程 と 、 異 種 基 板 か ら ２ ０ ０ μ ｍ 以 上 離 れ た Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 領 域 か
ら Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 を 形 成 す る 工 程 と 、 を 含 む 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 の 製 造 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ こ で 、 本 発 明 の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 の 製 造 方 法 に お い て は 、 異 種 基 板 か ら Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 成
長 方 向 へ の 距 離 が 増 加 す る に し た が っ て Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 転 位 密 度 が 単 調 に 減 少 し て い る こ と
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 の 製 造 方 法 に お い て は 、 異 種 基 板 か ら Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 成 長
方 向 へ の 距 離 を ｔ （ ｍ ｍ ） と し 、 ｔ ＝ １ の と き の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 転 位 密 度 を ａ （ ／ ｃ ｍ 2 ）
と し た と き 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 転 位 密 度 Ｅ は 、 ｔ ≧ １ の 範 囲 に お い て 、 Ｅ ＝ ａ × ｔ - 0 . 1 の 式 で
表 わ さ れ る 関 数 と Ｅ ＝ ａ × ｔ - 3 の 式 で 表 わ さ れ る 関 数 の 間 の 領 域 に 存 在 す る こ と が 好 ま し
い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 は 、 上 記 の い ず れ か の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 の 製 造 方 法 に よ り 製 造 さ れ た Ａ ｌ Ｎ
結 晶 基 板 上 に Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を 昇 華 法 に よ り 成 長 さ せ る Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 成 長 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ こ で 、 本 発 明 の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 成 長 方 法 に お い て は 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 の 口 径 が ２ イ ン チ
以 上 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 成 長 方 法 に お い て は 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 上 に Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を 成
長 さ せ る と き の 原 料 温 度 が 、 異 種 基 板 上 に Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を 成 長 さ せ る と き の 原 料 温 度 よ り も
高 い こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 は 、 上 記 の い ず れ か の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 成 長 方 法 に よ っ て 成 長 し た Ａ ｌ Ｎ 結
晶 か ら な る Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 大 型 で 高 品 質 な Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 を 製 造 す る こ と が で き る Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基
板 の 製 造 方 法 、 大 型 で 高 品 質 な Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を 成 長 さ せ る こ と が で き る Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 成 長 方
法 お よ び そ の 成 長 方 法 に よ り 成 長 し た Ａ ｌ Ｎ 結 晶 か ら な る Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 を 提 供 す る こ と
が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 本 発 明 の 図 面 に お い て 、 同 一 の 参
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照 符 号 は 、 同 一 部 分 ま た は 相 当 部 分 を 表 わ す も の と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ （ ａ ） ～ 図 １ （ ｄ ） の 模 式 的 断 面 図 に 、 本 発 明 の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 の 製 造 方 法 の 好 ま
し い 一 例 を 示 す 。 ま ず 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 口 径 が ｒ で あ る 異 種 基 板 １ を 用 意 す る
。 こ こ で 、 本 発 明 に お い て は 、 異 種 基 板 １ の 材 質 は Ａ ｌ Ｎ と 材 質 が 異 な る も の で あ れ ば 特
に 限 定 は さ れ な い が 、 異 種 基 板 １ の 口 径 ｒ を 大 き く す る こ と が で き 、 融 点 が 高 く 、 Ａ ｌ Ｎ
結 晶 と 格 子 定 数 お よ び 熱 膨 張 係 数 が 近 似 し て い る 観 点 か ら は Ｓ ｉ Ｃ を 用 い る こ と が 好 ま し
い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 次 に 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 異 種 基 板 １ 上 に 昇 華 法 に よ り Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ２ を ０ ． ４ ｒ
以 上 の 厚 さ に 成 長 さ せ る 。 な お 、 昇 華 法 と は 、 固 体 の 原 料 を 昇 華 さ せ た 後 に 再 結 晶 化 さ せ
て 固 体 の 結 晶 を 製 造 す る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 い で 、 図 １ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 異 種 基 板 １ か ら ２ ０ ０ μ ｍ 以 上 離 れ た Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ２
の 領 域 １ ０ に お い て 、 た と え ば 、 ２ 本 の 破 線 ６ 、 ７ の 間 の 部 分 を 切 り 出 す 。 こ れ に よ り 、
そ の 切 り 出 さ れ た 部 分 か ら 、 図 １ （ ｄ ） に 示 す Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 ３ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の よ う に し て 得 ら れ た Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 ３ は 異 種 基 板 １ の 口 径 を 大 き く す る こ と に よ っ
て 、 口 径 の 大 き な 大 型 の も の と す る こ と が で き 、 さ ら に 、 転 位 密 度 が 低 い 高 品 質 な も の と
す る こ と が で き る 。 こ れ は 、 本 発 明 者 が 鋭 意 検 討 し た 結 果 に 見 い だ し た も の で あ り 、 Ａ ｌ
Ｎ 結 晶 基 板 ３ を 高 品 質 な も の と す る こ と が で き る 理 由 は 明 ら か で は な い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ こ で 、 本 発 明 の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 の 製 造 方 法 に お い て は 、 異 種 基 板 １ か ら Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ２
の 成 長 方 向 へ の 距 離 が 増 加 す る に し た が っ て Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ２ の 転 位 密 度 が 単 調 に 減 少 し て い
る こ と （ す な わ ち 、 異 種 基 板 １ か ら Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ２ の 最 表 面 に か け て Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ２ の 転 位 密
度 が 単 調 に 減 少 し て い る こ と ） が 好 ま し い 。 こ の 場 合 に は 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 ３ の 転 位 密 度
が さ ら に 低 く な っ て 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 ３ が よ り 高 品 質 と な る 傾 向 に あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 異 種 基 板 １ か ら Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ２ の 成 長 方 向 へ の 距 離 を ｔ （ ｍ ｍ ） と し た と き 、 ｔ の
増 加 に し た が っ て Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ２ の 転 位 密 度 が 単 調 に 減 少 す る 場 合 に は 、 ｔ ＝ １ の と き の 転
位 密 度 を ａ （ ／ ｃ ｍ 2 ） と し た と き 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ２ の 転 位 密 度 Ｅ は 、 ｔ ≧ １ の 範 囲 （ 異 種
基 板 １ か ら Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ２ の 成 長 方 向 へ の 距 離 が １ ｍ ｍ 以 上 で あ る Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ２ の 部 分 ） に
お い て 、 Ｅ ＝ ａ × ｔ - 0 . 1 で 示 さ れ る 関 数 と Ｅ ＝ ａ × ｔ - 3 で 示 さ れ る 関 数 の 間 の 領 域 に 存 在
す る こ と が 好 ま し い 。 す な わ ち 、 た と え ば 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ２ の 転 位 密 度
Ｅ は 、 Ｅ ＝ ａ × ｔ - 0 . 1 の 式 で 表 わ さ れ る 関 数 １ ２ と Ｅ ＝ ａ × ｔ - 3 の 式 で 表 わ さ れ る 関 数 １
３ と の 間 の 領 域 １ １ （ 図 ２ の 斜 線 の 領 域 ） に 存 在 す る こ と が 好 ま し い 。 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ２ の 転
位 密 度 Ｅ が 領 域 １ １ よ り も 上 方 の 領 域 に 存 在 す る 場 合 に は Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ２ の 転 位 密 度 の 減 少
量 の 低 下 若 し く は Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ２ の 転 位 密 度 が 増 加 に 転 じ 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ２ の 結 晶 性 が 不 良 と
な る 傾 向 に あ る 。 ま た 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ２ の 転 位 密 度 Ｅ が 領 域 １ １ よ り も 下 方 の 領 域 に 存 在 す
る 場 合 に は Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ２ の 転 位 密 度 の 急 激 な 減 少 に よ っ て Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ２ お よ び こ の Ａ ｌ Ｎ
結 晶 ２ か ら 得 ら れ る Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 の 反 り が 大 き く な る 傾 向 に あ る 。 ま た 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ２
の 転 位 密 度 Ｅ が 領 域 １ １ に 存 在 す る 場 合 に は 、 光 デ バ イ ス や 電 子 デ バ イ ス な ど の デ バ イ ス
用 の 基 板 に 供 す る こ と が で き る 結 晶 性 を 有 す る 傾 向 に あ る 。 な お 、 図 ２ の 横 軸 は 異 種 基 板
１ か ら Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ２ の 成 長 方 向 へ の 距 離 ｔ （ ｍ ｍ ） を 示 し 、 縦 軸 は Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ２ の 転 位 密
度 Ｅ （ ／ ｃ ｍ 2 ） を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 続 い て 、 図 ３ （ ａ ） ～ 図 ３ （ ｃ ） の 模 式 的 断 面 図 に 、 本 発 明 の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 成 長 方 法 の
好 ま し い 一 例 を 示 す 。 こ こ で 、 ま ず 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 上 記 の よ う に し て 得 ら れ
た 本 発 明 の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 ３ 上 に 昇 華 法 に よ り Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ４ を 成 長 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
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　 次 に 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 ３ 上 に 成 長 し た Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ４ に つ い て
、 た と え ば 、 ２ 本 の 破 線 ８ 、 ９ の 間 の 部 分 を 切 り 出 す こ と に よ っ て 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 す Ａ
ｌ Ｎ 結 晶 基 板 ５ を 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の よ う に し て 得 ら れ た Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 ５ は 、 大 型 で 転 位 密 度 が 低 い 高 品 質 な Ａ ｌ Ｎ 結
晶 基 板 ３ 上 に 成 長 し た Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ４ を 切 り 出 し た も の で あ る た め 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 ５ は 、
そ の 口 径 が 大 き く 大 型 で あ り 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 ３ よ り も さ ら に 転 位 密 度 が 低 く 高 品 質 な も
の と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 成 長 方 法 に お い て 、 大 型 の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ４ を 成 長 さ せ る 観 点
か ら は 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 ３ の 口 径 が ２ イ ン チ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 成 長 方 法 に お い て 、 図 ３ に 示 す Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 ３ 上 に Ａ ｌ
Ｎ 結 晶 ４ を 成 長 さ せ る と き の 成 長 温 度 （ 原 料 温 度 ） が 、 図 １ に 示 す 異 種 基 板 １ 上 に Ａ ｌ Ｎ
結 晶 ２ を 成 長 さ せ る と き の 成 長 温 度 （ 原 料 温 度 ） よ り も 高 い こ と が 好 ま し い 。 Ａ ｌ Ｎ 結 晶
か ら な る Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 ３ は 融 点 が 高 く 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ４ を 高 温 で 成 長 さ せ る こ と が で き る
こ と か ら 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ４ の 成 長 速 度 を 高 く す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 こ の 場 合 に は
、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 ４ の 生 産 性 を よ り 向 上 す る こ と が で き る 傾 向 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う な 本 発 明 の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 の 製 造 方 法 に よ り 得 ら れ た Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 お よ び 本
発 明 の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 成 長 方 法 に よ り 得 ら れ た Ａ ｌ Ｎ 結 晶 か ら な る Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 は 大 型 で
高 品 質 に す る こ と が で き る こ と か ら 、 た と え ば 、 光 デ バ イ ス （ 発 光 ダ イ オ ー ド 、 レ ー ザ ダ
イ オ ー ド な ど ） 、 電 子 デ バ イ ス （ 整 流 器 、 バ イ ポ ー ラ ト ラ ン ジ ス タ 、 電 界 効 果 ト ラ ン ジ ス
タ ま た は Ｈ Ｅ Ｍ Ｔ な ど ） 、 半 導 体 セ ン サ （ 温 度 セ ン サ 、 圧 力 セ ン サ 、 放 射 セ ン サ ま た は 可
視 － 紫 外 光 検 出 器 な ど ） 、 Ｓ Ａ Ｗ デ バ イ ス （ Surface Acoustic Wave Device） 、 加 速 度 セ
ン サ 、 Ｍ Ｅ Ｍ Ｓ （ Micro Electro Mechanical Systems） 部 品 、 圧 電 振 動 子 、 共 振 器 ま た は
圧 電 ア ク チ ュ エ ー タ な ど の デ バ イ ス に 好 適 に 用 い る こ と が で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 　 （ 実 施 例 １ ）
　 ま ず 、 図 ４ に 示 す 結 晶 成 長 炉 の 坩 堝 １ ５ の 上 部 に 異 種 基 板 と し て 円 盤 状 の Ｓ ｉ Ｃ 基 板 １
６ を 設 置 し 、 坩 堝 １ ５ の 下 部 に 原 料 で あ る Ａ ｌ Ｎ 粉 末 １ ７ を 収 容 し た 。 こ こ で 、 Ｓ ｉ Ｃ 基
板 １ ６ の 口 径 ｒ は ２ イ ン チ （ ５ ０ ． ８ ｍ ｍ ） で あ っ て 、 厚 さ は ０ ． ５ ｍ ｍ で あ っ た 。 ま た
、 Ｓ ｉ Ｃ 基 板 １ ６ の 裏 側 に は 種 結 晶 保 護 材 １ ８ が 密 着 す る よ う に 配 置 し て 、 種 結 晶 保 護 材
１ ８ に よ っ て Ｓ ｉ Ｃ 基 板 １ ６ の 昇 華 を 防 止 し た 。 な お 、 図 ４ に 示 す 結 晶 成 長 炉 は 、 断 熱 材
１ ９ と 放 射 温 度 計 ２ １ ａ 、 ２ １ ｂ と を 含 ん で い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 反 応 容 器 ２ ２ 内 に 窒 素 ガ ス を 流 し な が ら 、 高 周 波 加 熱 コ イ ル ２ ３ を 用 い て 坩 堝 １
５ 内 の 温 度 を 上 昇 さ せ 、 Ｓ ｉ Ｃ 基 板 １ ６ の 温 度 を １ ７ ０ ０ ℃ 、 Ａ ｌ Ｎ 粉 末 １ ７ の 温 度 を １
９ ０ ０ ℃ に し て Ａ ｌ Ｎ 粉 末 １ ７ を 昇 華 さ せ 、 Ｓ ｉ Ｃ 基 板 １ ６ 上 で 再 結 晶 化 さ せ て 、 Ｓ ｉ Ｃ
基 板 １ ６ 上 に Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を ０ ． ４ ｒ （ ２ ０ ． ３ ２ ｍ ｍ ） 以 上 の 厚 さ に 昇 華 法 に よ り ヘ テ ロ
エ ピ タ キ シ ャ ル 成 長 さ せ た 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 な お 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の ヘ テ ロ エ ピ タ キ シ ャ ル 成 長 中 に お い て は 、 反 応 容 器 ２ ２ 内 に 窒 素 ガ
ス を 流 し 続 け 、 反 応 容 器 ２ ２ 内 の ガ ス 分 圧 が １ ０ ｋ Ｐ ａ ～ １ ０ ０ ｋ Ｐ ａ 程 度 に な る よ う に
、 窒 素 ガ ス 排 気 量 を 制 御 し た 。 ま た 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の ヘ テ ロ エ ピ タ キ シ ャ ル 成 長 後 は 、 こ れ
を 室 温 （ ２ ５ ℃ ） ま で 冷 却 し た 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ こ で 、 本 実 施 例 と 同 一 の 方 法 お よ び 同 一 の 条 件 で 、 別 途 、 Ｓ ｉ Ｃ 基 板 上 に Ａ ｌ Ｎ 結 晶
を ヘ テ ロ エ ピ タ キ シ ャ ル 成 長 さ せ 、 そ の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 厚 さ 方 向 の 転 位 密 度 に つ い て 調 査 し
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た 結 果 、 Ｓ ｉ Ｃ 基 板 １ ６ か ら Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 成 長 方 向 へ の 距 離 ｔ （ ｍ ｍ ） が １ ｍ ｍ で あ る と
き の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 転 位 密 度 は ５ ． ０ × １ ０ 6 （ ／ ｃ ｍ 2 ） で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 転 位 密 度 は 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 厚 さ 方 向 の 異 な る 複 数 の 箇 所 で Ａ ｌ Ｎ 結
晶 を Ｓ ｉ Ｃ 基 板 の 表 面 と 平 行 な 方 向 に 切 り 出 し て Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 表 面 を 露 出 さ せ 、 露 出 さ せ
た そ れ ぞ れ の 表 面 に つ い て ２ ５ ０ ℃ の Ｋ Ｏ Ｈ と Ｎ ａ Ｏ Ｈ と の 混 合 融 液 （ Ｋ Ｏ Ｈ の 質 量 ： Ｎ
ａ Ｏ Ｈ の 質 量 ＝ １ ： １ ） を 用 い て 、 ３ ０ 分 間 、 そ れ ぞ れ の 表 面 の エ ッ チ ン グ を 行 な い 、 そ
の 表 面 に 現 わ れ た エ ッ チ ピ ッ ト の 密 度 を 測 定 す る 方 法 に よ り 求 め た 。 そ し て 、 上 記 で 求 め
た Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 転 位 密 度 を 縦 軸 と し 、 そ の 転 位 密 度 が 測 定 さ れ た Ｓ ｉ Ｃ 基 板 か ら の 距 離 を
横 軸 と し て グ ラ フ を 作 成 し た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 い で 、 Ｓ ｉ Ｃ 基 板 １ ６ 上 に ヘ テ ロ エ ピ タ キ シ ャ ル 成 長 さ せ た Ａ ｌ Ｎ 結 晶 に つ い て 、 Ｓ
ｉ Ｃ 基 板 １ ６ か ら ２ ０ ０ μ ｍ 離 れ た 位 置 お よ び そ の 位 置 か ら Ｓ ｉ Ｃ 基 板 １ ６ が あ る 方 向 と
は 逆 方 向 に ０ ． ５ ｍ ｍ 離 れ た 位 置 の そ れ ぞ れ に お い て Ｓ ｉ Ｃ 基 板 １ ６ の 表 面 と 平 行 に Ａ ｌ
Ｎ 結 晶 を 切 断 し た 。 そ し て 、 そ の 表 面 を 鏡 面 に 研 磨 し エ ッ チ ン グ を 行 な っ て 、 円 盤 状 の Ａ
ｌ Ｎ 結 晶 基 板 （ 実 施 例 １ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ ） を 作 製 し た 。 こ こ で 、 実 施 例 １ の 第 １
Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ の 口 径 は ２ イ ン チ （ ５ ０ ． ８ ｍ ｍ ） で あ っ て 、 厚 さ は ０ ． ５ ｍ ｍ で あ っ
た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 実 施 例 １ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ に つ い て 、 （ ０ ０ ０ ２ ） 面 の Ｘ 線 ロ ッ キ ン グ カ ー
ブ の 半 値 幅 と 転 位 密 度 を 評 価 し た 。 そ の 結 果 を 表 １ に 示 す 。 表 １ に 示 す よ う に 、 実 施 例 １
の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ の （ ０ ０ ０ ２ ） 面 の Ｘ 線 ロ ッ キ ン グ カ ー ブ の 半 値 幅 は ３ ５ ０ ａ ｒ
ｃ ｓ ｅ ｃ で あ っ て 、 転 位 密 度 は ５ ． ２ × １ ０ 6 ／ ｃ ｍ 2 で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 、 実 施 例 １ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ の （ ０ ０ ０ ２ ） 面 の Ｘ 線 ロ ッ キ ン グ カ ー ブ の 半
値 幅 は Ｘ 線 回 折 装 置 を 用 い て 測 定 さ れ た 。 ま た 、 実 施 例 １ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ の 転 位
密 度 は 、 ２ ５ ０ ℃ の Ｋ Ｏ Ｈ と Ｎ ａ Ｏ Ｈ と の 混 合 融 液 （ Ｋ Ｏ Ｈ の 質 量 ： Ｎ ａ Ｏ Ｈ の 質 量 ＝ １
： １ ） を 用 い て 、 ３ ０ 分 間 、 実 施 例 １ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ の 表 面 全 体 の エ ッ チ ン グ を
行 な い 、 実 施 例 １ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ の 表 面 に お い て １ ０ ０ 個 の エ ッ チ ピ ッ ト を カ ウ
ン ト し 、 エ ッ チ ピ ッ ト が カ ウ ン ト さ れ た 領 域 の 面 積 を 算 出 し 、 １ ０ ０ 個 を そ の 面 積 で 割 る
こ と に よ り 求 め た 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 ま た 、 上 記 の 実 施 例 １ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ の 他 に も 、 Ｓ ｉ Ｃ 基 板 １ ６ か ら ２ ０ ０ μ
ｍ ＋ ２ ｍ ｍ 、 ２ ０ ０ μ ｍ ＋ ４ ｍ ｍ 、 ２ ０ ０ μ ｍ ＋ １ ０ ｍ ｍ 、 ２ ０ ０ μ ｍ ＋ ２ ０ ｍ ｍ の そ れ
ぞ れ の 位 置 と 、 こ れ ら の そ れ ぞ れ の 位 置 か ら Ｓ ｉ Ｃ 基 板 １ ６ が あ る 方 向 と は 逆 方 向 に ０ ．
５ ｍ ｍ 離 れ た 位 置 に つ い て Ｓ ｉ Ｃ 基 板 １ ６ の 表 面 と 平 行 に Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を 切 断 し て 、 実 施 例
１ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ｂ （ 切 断 位 置 ： ２ ０ ０ μ ｍ ＋ ２ ｍ ｍ ） 、 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ｃ （
切 断 位 置 ： ２ ０ ０ μ ｍ ＋ ４ ｍ ｍ ） 、 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ｄ （ 切 断 位 置 ： ２ ０ ０ μ ｍ ＋ １ ０
ｍ ｍ ） お よ び 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ｅ （ 切 断 位 置 ： ２ ０ ０ μ ｍ ＋ ２ ０ ｍ ｍ ） を 作 製 し た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ れ ら の 実 施 例 １ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ｂ ～ Ｅ に つ い て も 、 上 記 の 実 施 例 １ の 第 １ Ａ ｌ
Ｎ 結 晶 基 板 Ａ と 同 一 の 方 法 お よ び 同 一 の 条 件 で （ ０ ０ ０ ２ ） 面 の Ｘ 線 ロ ッ キ ン グ カ ー ブ の
半 値 幅 お よ び 転 位 密 度 を 評 価 し た 。 そ の 評 価 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 表 １ に 示 す 実 施 例 １ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ ～ Ｅ の 評 価 結 果 か ら わ か る よ う に 、 実 施 例
１ で 成 長 し た Ａ ｌ Ｎ 結 晶 に つ い て は 、 Ｓ ｉ Ｃ 基 板 １ ６ か ら Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 成 長 方 向 へ の 距 離
が 増 加 す る に し た が っ て Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 転 位 密 度 が 減 少 し て お り 、 Ｓ ｉ Ｃ 基 板 １ ６ か ら Ａ ｌ
Ｎ 結 晶 の 成 長 方 向 へ の 距 離 を ｔ （ ｍ ｍ ） と し 、 ｔ ＝ １ の と き の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 転 位 密 度 を ａ
（ ／ ｃ ｍ 2 ） と し た と き 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 転 位 密 度 Ｅ は 、 ｔ ≧ １ の 範 囲 に お い て 、 Ｅ ＝ ａ ×
ｔ - 0 . 1 の 式 で 表 わ さ れ る 関 数 と Ｅ ＝ ａ × ｔ - 3 の 式 で 表 わ さ れ る 関 数 の 間 の 領 域 に 存 在 し 、
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こ の 領 域 内 に お い て 成 長 方 向 へ の 距 離 の 増 加 と 共 に Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 転 位 密 度 が 減 少 し て い る
こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 図 ４ に 示 す 装 置 の 坩 堝 １ ５ の 上 部 に 上 記 の 実 施 例 １ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ を Ｓ
ｉ Ｃ 基 板 １ ６ に 代 え て 設 置 し 、 坩 堝 １ ５ の 下 部 に 原 料 で あ る Ａ ｌ Ｎ 粉 末 １ ７ を 収 容 し た 。
こ こ で も 、 実 施 例 １ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ の 裏 側 に 種 結 晶 保 護 材 １ ８ が 密 着 す る よ う に
配 置 し て 、 種 結 晶 保 護 材 １ ８ に よ っ て 実 施 例 １ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ の 昇 華 を 防 止 し た
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 そ し て 、 反 応 容 器 ２ ２ 内 に 窒 素 ガ ス を 流 し な が ら 、 高 周 波 加 熱 コ イ ル ２ ３ を 用 い て 坩 堝
１ ５ 内 の 温 度 を 上 昇 さ せ 、 実 施 例 １ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ の 温 度 を ２ ０ ０ ０ ℃ 、 Ａ ｌ Ｎ
粉 末 １ ７ の 温 度 を ２ ３ ０ ０ ℃ に し て Ａ ｌ Ｎ 粉 末 １ ７ を 昇 華 さ せ 、 実 施 例 １ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結
晶 基 板 Ａ 上 で 再 結 晶 化 さ せ て 、 実 施 例 １ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ 上 に Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を 昇 華 法
に よ り ホ モ エ ピ タ キ シ ャ ル 成 長 さ せ た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ こ で 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の ホ モ エ ピ タ キ シ ャ ル 成 長 中 に お い て も 、 反 応 容 器 ２ ２ 内 に 窒 素 ガ
ス を 流 し 続 け 、 反 応 容 器 ２ ２ 内 の ガ ス 分 圧 が １ ０ ｋ Ｐ ａ ～ １ ０ ０ ｋ Ｐ ａ Ｐ ａ 程 度 に な る よ
う に 、 窒 素 ガ ス 排 気 量 を 制 御 し た 。 ま た 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の ホ モ エ ピ タ キ シ ャ ル 成 長 後 は 、 こ
れ を 室 温 （ ２ ５ ℃ ） ま で 冷 却 し た 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 記 の よ う に し て 得 ら れ た Ａ ｌ Ｎ 結 晶 に つ い て 、 実 施 例 １ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ か ら
２ ０ ０ μ ｍ 離 れ た 位 置 お よ び そ の 位 置 か ら 実 施 例 １ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ が あ る 方 向 と
は 逆 方 向 に ０ ． ５ ｍ ｍ 離 れ た 位 置 の そ れ ぞ れ に お い て 実 施 例 １ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ の
表 面 と 平 行 に Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を 切 断 し た 。 そ し て 、 そ の 表 面 を 鏡 面 に 研 磨 し エ ッ チ ン グ を 行 な
っ て 、 口 径 が ２ イ ン チ で 厚 さ が ０ ． ５ ｍ ｍ で あ る 円 盤 状 の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 （ 実 施 例 １ の 第
２ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ ） を 得 た 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 こ の 実 施 例 １ の 第 ２ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ に つ い て 、 実 施 例 １ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ と 同
一 の 方 法 お よ び 同 一 の 条 件 で 、 （ ０ ０ ０ ２ ） 面 の Ｘ 線 ロ ッ キ ン グ カ ー ブ の 半 値 幅 と 転 位 密
度 を 評 価 し た 。 そ の 結 果 を 表 １ に 示 す 。 表 １ に 示 す よ う に 、 実 施 例 １ の 第 ２ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基
板 Ａ の （ ０ ０ ０ ２ ） 面 の Ｘ 線 ロ ッ キ ン グ カ ー ブ の 半 値 幅 は ２ ０ ０ ａ ｒ ｃ ｓ ｅ ｃ で あ っ て 、
転 位 密 度 は ２ × １ ０ 6 ／ ｃ ｍ 2 で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 実 施 例 １ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ の 場 合 と 同 一 の 方 法 お よ び 同 一 の 条 件 で 、 上 記
の 実 施 例 １ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ｂ ～ Ｅ 上 に も そ れ ぞ れ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を 成 長 さ せ 、 成 長 さ せ
た そ れ ぞ れ の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 か ら 実 施 例 １ の 第 ２ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ の 場 合 と 同 様 に し て 実 施 例
１ の 第 ２ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ｂ ～ Ｅ を そ れ ぞ れ 作 製 し た 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 そ し て 、 実 施 例 １ の 第 ２ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ｂ ～ Ｅ に つ い て も 、 実 施 例 １ の 第 ２ Ａ ｌ Ｎ 結 晶
基 板 Ａ の 場 合 と 同 一 の 方 法 お よ び 同 一 の 条 件 で （ ０ ０ ０ ２ ） 面 の Ｘ 線 ロ ッ キ ン グ カ ー ブ の
半 値 幅 と 転 位 密 度 を 評 価 し た 。 そ の 結 果 を 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 　 （ 実 施 例 ２ ）
　 ま ず 、 実 施 例 １ と 同 一 の 方 法 で 、 Ｓ ｉ Ｃ 基 板 上 に 、 Ｓ ｉ Ｃ 基 板 の 口 径 ｒ （ ５ ０ ． ８ ｍ ｍ
） に 対 し て ０ ． ４ ｒ （ ２ ０ ． ３ ２ ｍ ｍ ） 以 上 の 厚 さ に Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を 昇 華 法 に よ り ヘ テ ロ エ
ピ タ キ シ ャ ル 成 長 さ せ た 。 こ こ で 、 実 施 例 ２ に お い て は 、 実 施 例 １ と 条 件 を 変 更 し て ヘ テ
ロ エ ピ タ キ シ ャ ル 成 長 さ せ た 。 そ の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 厚 さ ｔ が １ ｍ ｍ で あ る と き の Ａ ｌ Ｎ 結 晶
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の 転 位 密 度 は ６ ． ０ × １ ０ 6 （ ／ ｃ ｍ 2 ） で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 次 い で 、 Ｓ ｉ Ｃ 基 板 上 に ヘ テ ロ エ ピ タ キ シ ャ ル 成 長 さ せ た Ａ ｌ Ｎ 結 晶 に つ い て 、 Ｓ ｉ Ｃ
基 板 か ら ２ ０ ０ μ ｍ 離 れ た 位 置 お よ び そ の 位 置 か ら Ｓ ｉ Ｃ 基 板 が あ る 方 向 と は 逆 方 向 に ０
． ５ ｍ ｍ 離 れ た 位 置 の そ れ ぞ れ に お い て Ｓ ｉ Ｃ 基 板 の 表 面 と 平 行 に Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を 切 断 し た
。 そ し て 、 そ の 表 面 を 鏡 面 に 研 磨 し エ ッ チ ン グ を 行 な っ て 、 円 盤 状 の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 （ 実
施 例 ２ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ ） を 作 製 し た 。 こ こ で 、 実 施 例 ２ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ
の 口 径 は ２ イ ン チ （ ５ ０ ． ８ ｍ ｍ ） で あ っ て 、 厚 さ は ０ ． ５ ｍ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 こ の 実 施 例 ２ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ に つ い て 、 実 施 例 １ と 同 一 の 方 法 お よ び 同 一 の 条
件 で 、 （ ０ ０ ０ ２ ） 面 の Ｘ 線 ロ ッ キ ン グ カ ー ブ の 半 値 幅 と 転 位 密 度 を 評 価 し た 。 そ の 結 果
を 表 ２ に 示 す 。 表 ２ に 示 す よ う に 、 実 施 例 ２ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ の （ ０ ０ ０ ２ ） 面 の
Ｘ 線 ロ ッ キ ン グ カ ー ブ の 半 値 幅 は ８ ３ ０ ａ ｒ ｃ ｓ ｅ ｃ で あ っ て 、 転 位 密 度 は ６ × １ ０ 6 ／
ｃ ｍ 2 で あ っ た 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 上 記 の 実 施 例 ２ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ の 他 に も 、 Ｓ ｉ Ｃ 基 板 か ら ２ ０ ０ μ ｍ ＋
２ ｍ ｍ 、 ２ ０ ０ μ ｍ ＋ ４ ｍ ｍ 、 ２ ０ ０ μ ｍ ＋ １ ０ ｍ ｍ 、 ２ ０ ０ μ ｍ ＋ ２ ０ ｍ ｍ の そ れ ぞ れ
の 位 置 と 、 こ れ ら の そ れ ぞ れ の 位 置 か ら Ｓ ｉ Ｃ 基 板 が あ る 方 向 と は 逆 方 向 に ０ ． ５ ｍ ｍ 離
れ た 位 置 に つ い て Ｓ ｉ Ｃ 基 板 の 表 面 と 平 行 に Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を 切 断 し て 、 実 施 例 ２ の 第 １ Ａ ｌ
Ｎ 結 晶 基 板 Ｂ （ 切 断 位 置 ： ２ ０ ０ μ ｍ ＋ ２ ｍ ｍ ） 、 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ｃ （ 切 断 位 置 ： ２
０ ０ μ ｍ ＋ ４ ｍ ｍ ） 、 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ｄ （ 切 断 位 置 ： ２ ０ ０ μ ｍ ＋ １ ０ ｍ ｍ ） お よ び
第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ｅ （ 切 断 位 置 ： ２ ０ ０ μ ｍ ＋ ２ ０ ｍ ｍ ） を 作 製 し た 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 こ れ ら の 実 施 例 ２ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ｂ ～ Ｅ に つ い て も 、 上 記 の 実 施 例 ２ の 第 １ Ａ ｌ
Ｎ 結 晶 基 板 Ａ と 同 一 の 方 法 お よ び 同 一 の 条 件 で （ ０ ０ ０ ２ ） 面 の Ｘ 線 ロ ッ キ ン グ カ ー ブ の
半 値 幅 お よ び 転 位 密 度 を 評 価 し た 。 そ の 評 価 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 表 ２ に 示 す 実 施 例 ２ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ ～ Ｅ の 評 価 結 果 か ら わ か る よ う に 、 実 施 例
２ で 成 長 し た Ａ ｌ Ｎ 結 晶 に つ い て は 、 Ｓ ｉ Ｃ 基 板 か ら Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 成 長 方 向 へ の 距 離 を ｔ
（ ｍ ｍ ） と し 、 ｔ ＝ １ の と き の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 転 位 密 度 を ａ （ ／ ｃ ｍ 2 ） と し た と き 、 Ａ ｌ
Ｎ 結 晶 の 転 位 密 度 Ｅ は 、 ｔ ≧ １ の 範 囲 に お い て 、 Ｅ ＝ ａ × ｔ - 0 . 1 の 式 で 表 わ さ れ る 関 数 と
Ｅ ＝ ａ × ｔ - 3 の 式 で 表 わ さ れ る 関 数 の 間 の 領 域 の 上 方 の 領 域 に 存 在 し 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 厚 さ
の 増 加 に 伴 っ て Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 転 位 密 度 が 増 加 す る 傾 向 に あ る こ と が 確 認 さ れ た 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 ま た 、 実 施 例 １ と 同 一 の 方 法 お よ び 同 一 の 条 件 で 、 実 施 例 ２ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ 上
に Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を 昇 華 法 に よ り ホ モ エ ピ タ キ シ ャ ル 成 長 さ せ た 。 そ し て 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の ホ モ
エ ピ タ キ シ ャ ル 成 長 後 は 、 こ れ を 室 温 （ ２ ５ ℃ ） ま で 冷 却 し た 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 上 記 の よ う に し て 得 ら れ た Ａ ｌ Ｎ 結 晶 に つ い て 、 実 施 例 １ と 同 一 の 方 法 お よ び 同 一 の 条
件 で 切 り 出 し 、 そ の 表 面 を 鏡 面 に 研 磨 し エ ッ チ ン グ を 行 な っ て 、 口 径 が ２ イ ン チ で 厚 さ が
０ ． ５ ｍ ｍ で あ る 円 盤 状 の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 （ 実 施 例 ２ の 第 ２ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ ） を 得 た 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 こ の 実 施 例 ２ の 第 ２ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ に つ い て 、 実 施 例 １ と 同 一 の 方 法 お よ び 同 一 の 条
件 で 、 （ ０ ０ ０ ２ ） 面 の Ｘ 線 ロ ッ キ ン グ カ ー ブ の 半 値 幅 と 転 位 密 度 を 評 価 し た 。 そ の 結 果
を 表 ２ に 示 す 。 表 ２ に 示 す よ う に 、 実 施 例 ２ の 第 ２ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ の （ ０ ０ ０ ２ ） 面 の
Ｘ 線 ロ ッ キ ン グ カ ー ブ の 半 値 幅 は ６ ０ ０ ａ ｒ ｃ ｓ ｅ ｃ で あ っ て 、 転 位 密 度 は ５ ． ８ × １ ０
6 ／ ｃ ｍ 2 で あ っ た 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 ま た 、 実 施 例 ２ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ の 場 合 と 同 一 の 方 法 お よ び 同 一 の 条 件 で 、 上 記
の 実 施 例 ２ の 第 ２ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ｂ ～ Ｅ 上 に も そ れ ぞ れ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を 成 長 さ せ 、 成 長 さ せ
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た そ れ ぞ れ の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 か ら 実 施 例 ２ の 第 ２ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ の 場 合 と 同 様 に し て 実 施 例
２ の 第 ２ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ｂ ～ Ｅ を そ れ ぞ れ 作 製 し た 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 そ し て 、 実 施 例 ２ の 第 ２ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ｂ ～ Ｅ に つ い て も 、 実 施 例 ２ の 第 ２ Ａ ｌ Ｎ 結 晶
基 板 Ａ の 場 合 と 同 一 の 方 法 お よ び 同 一 の 条 件 で （ ０ ０ ０ ２ ） 面 の Ｘ 線 ロ ッ キ ン グ カ ー ブ の
半 値 幅 と 転 位 密 度 を 評 価 し た 。 そ の 結 果 を 表 ２ に 示 す 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
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【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 表 ２ に 示 す よ う に 、 実 施 例 ２ の 第 ２ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ ～ Ｅ の （ ０ ０ ０ ２ ） 面 の Ｘ 線 ロ ッ
キ ン グ カ ー ブ の 半 値 幅 と 転 位 密 度 は そ れ ぞ れ 、 そ れ ぞ れ の 下 地 と な っ た 実 施 例 ２ の 第 １ Ａ
ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ ～ Ｅ と 比 べ て 良 好 な 値 を 示 し て 結 晶 性 は 良 好 に な っ て い た 。 し か し な が ら
、 実 施 例 ２ の 第 ２ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ ～ Ｅ の （ ０ ０ ０ ２ ） 面 の Ｘ 線 ロ ッ キ ン グ カ ー ブ の 半 値
幅 と 転 位 密 度 は そ れ ぞ れ 、 実 施 例 １ の 第 ２ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ ～ Ｅ よ り は 良 好 な 値 が 得 ら れ
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な か っ た 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 　 （ 実 施 例 ３ ）
　 ま ず 、 実 施 例 １ と 同 一 の 方 法 で 、 Ｓ ｉ Ｃ 基 板 上 に 、 Ｓ ｉ Ｃ 基 板 の 口 径 ｒ （ ５ ０ ． ８ ｍ ｍ
） に 対 し て ０ ． ４ ｒ （ ２ ０ ． ３ ２ ｍ ｍ ） 以 上 の 厚 さ に Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を 昇 華 法 に よ り ヘ テ ロ エ
ピ タ キ シ ャ ル 成 長 さ せ た 。 こ こ で 、 実 施 例 ３ に お い て は 、 実 施 例 １ と 条 件 を 変 更 し て ヘ テ
ロ エ ピ タ キ シ ャ ル 成 長 さ せ た 。 そ の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 厚 さ ｔ が １ ｍ ｍ で あ る と き の Ａ ｌ Ｎ 結 晶
の 転 位 密 度 は ５ ． ０ × １ ０ 6 （ ／ ｃ ｍ 2 ） で あ っ た 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 次 い で 、 Ｓ ｉ Ｃ 基 板 上 に ヘ テ ロ エ ピ タ キ シ ャ ル 成 長 さ せ た Ａ ｌ Ｎ 結 晶 に つ い て 、 Ｓ ｉ Ｃ
基 板 か ら ２ ０ ０ μ ｍ 離 れ た 位 置 お よ び そ の 位 置 か ら Ｓ ｉ Ｃ 基 板 が あ る 方 向 と は 逆 方 向 に ０
． ５ ｍ ｍ 離 れ た 位 置 の そ れ ぞ れ に お い て Ｓ ｉ Ｃ 基 板 の 表 面 と 平 行 に Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を 切 断 し た
。 そ し て 、 そ の 表 面 を 鏡 面 に 研 磨 し エ ッ チ ン グ を 行 な っ て 、 円 盤 状 の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 （ 実
施 例 ３ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ ） を 作 製 し た 。 こ こ で 、 実 施 例 ３ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ
の 口 径 は ２ イ ン チ （ ５ ０ ． ８ ｍ ｍ ） で あ っ て 、 厚 さ は ０ ． ５ ｍ ｍ で あ っ た 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 こ の 実 施 例 ３ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ に つ い て 、 実 施 例 １ と 同 一 の 方 法 お よ び 同 一 の 条
件 で 、 （ ０ ０ ０ ２ ） 面 の Ｘ 線 ロ ッ キ ン グ カ ー ブ の 半 値 幅 と 転 位 密 度 を 評 価 し た 。 そ の 結 果
を 表 ３ に 示 す 。 表 ３ に 示 す よ う に 、 実 施 例 ３ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ の （ ０ ０ ０ ２ ） 面 の
Ｘ 線 ロ ッ キ ン グ カ ー ブ の 半 値 幅 は ４ ０ ０ ａ ｒ ｃ ｓ ｅ ｃ で あ っ て 、 転 位 密 度 は １ ． ５ × １ ０
7 ／ ｃ ｍ 2 で あ っ た 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ま た 、 上 記 の 実 施 例 ３ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ の 他 に も 、 Ｓ ｉ Ｃ 基 板 か ら ２ ０ ０ μ ｍ ＋
２ ｍ ｍ 、 ２ ０ ０ μ ｍ ＋ ４ ｍ ｍ 、 ２ ０ ０ μ ｍ ＋ １ ０ ｍ ｍ 、 ２ ０ ０ μ ｍ ＋ ２ ０ ｍ ｍ の そ れ ぞ れ
の 位 置 と 、 こ れ ら の そ れ ぞ れ の 位 置 か ら Ｓ ｉ Ｃ 基 板 が あ る 方 向 と は 逆 方 向 に ０ ． ５ ｍ ｍ 離
れ た 位 置 に つ い て Ｓ ｉ Ｃ 基 板 の 表 面 と 平 行 に Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を 切 断 し て 、 実 施 例 ３ の 第 １ Ａ ｌ
Ｎ 結 晶 基 板 Ｂ （ 切 断 位 置 ： ２ ０ ０ μ ｍ ＋ ２ ｍ ｍ ） 、 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ｃ （ 切 断 位 置 ： ２
０ ０ μ ｍ ＋ ４ ｍ ｍ ） 、 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ｄ （ 切 断 位 置 ： ２ ０ ０ μ ｍ ＋ １ ０ ｍ ｍ ） お よ び
第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ｅ （ 切 断 位 置 ： ２ ０ ０ μ ｍ ＋ ２ ０ ｍ ｍ ） を 作 製 し た 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 こ れ ら の 実 施 例 ３ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ｂ ～ Ｅ に つ い て も 、 上 記 の 実 施 例 ３ の 第 １ Ａ ｌ
Ｎ 結 晶 基 板 Ａ と 同 一 の 方 法 お よ び 同 一 の 条 件 で （ ０ ０ ０ ２ ） 面 の Ｘ 線 ロ ッ キ ン グ カ ー ブ の
半 値 幅 お よ び 転 位 密 度 を 評 価 し た 。 そ の 評 価 結 果 を 表 ３ に 示 す 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 表 ３ に 示 す 実 施 例 ３ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ ～ Ｅ の 評 価 結 果 か ら わ か る よ う に 、 実 施 例
３ で 成 長 し た Ａ ｌ Ｎ 結 晶 に つ い て は 、 Ｓ ｉ Ｃ 基 板 か ら Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 成 長 方 向 へ の 距 離 を ｔ
（ ｍ ｍ ） と し 、 ｔ ＝ １ の と き の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 転 位 密 度 を ａ （ ／ ｃ ｍ 2 ） と し た と き 、 Ａ ｌ
Ｎ 結 晶 の 転 位 密 度 Ｅ は 、 ｔ ≧ １ の 範 囲 に お い て 、 Ｅ ＝ ａ × ｔ - 0 . 1 の 式 で 表 わ さ れ る 関 数 と
Ｅ ＝ ａ × ｔ - 3 の 式 で 表 わ さ れ る 関 数 の 間 の 領 域 の 下 方 の 領 域 に 存 在 し 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 転 位
密 度 は Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 厚 み の 増 加 に 伴 っ て 急 速 に 減 少 す る こ と が 確 認 さ れ た 。 ま た 、 実 施 例
３ に お い て 、 Ｓ ｉ Ｃ 基 板 上 に 成 長 し た Ａ ｌ Ｎ 結 晶 は 大 き な 反 り を 有 し て い る こ と が 確 認 さ
れ た 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 ま た 、 実 施 例 １ と 同 一 の 方 法 お よ び 同 一 の 条 件 で 、 実 施 例 ３ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ 上
に Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を 昇 華 法 に よ り ホ モ エ ピ タ キ シ ャ ル 成 長 さ せ た 。 そ し て 、 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の ホ モ
エ ピ タ キ シ ャ ル 成 長 後 は 、 こ れ を 室 温 （ ２ ５ ℃ ） ま で 冷 却 し た 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 上 記 の よ う に し て 得 ら れ た Ａ ｌ Ｎ 結 晶 に つ い て 、 実 施 例 １ と 同 一 の 方 法 お よ び 同 一 の 条
件 で 切 り 出 し 、 そ の 表 面 を 鏡 面 に 研 磨 し エ ッ チ ン グ を 行 な っ て 、 口 径 が ２ イ ン チ で 厚 さ が
０ ． ５ ｍ ｍ で あ る 円 盤 状 の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 （ 実 施 例 ３ の 第 ２ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ ） を 得 た 。
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【 ０ ０ ６ ８ 】
　 こ の 実 施 例 ３ の 第 ２ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ に つ い て 、 実 施 例 １ と 同 一 の 方 法 お よ び 同 一 の 条
件 で 、 （ ０ ０ ０ ２ ） 面 の Ｘ 線 ロ ッ キ ン グ カ ー ブ の 半 値 幅 と 転 位 密 度 を 評 価 し た 。 そ の 結 果
を 表 ３ に 示 す 。 表 ３ に 示 す よ う に 、 実 施 例 ３ の 第 ２ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ の （ ０ ０ ０ ２ ） 面 の
Ｘ 線 ロ ッ キ ン グ カ ー ブ の 半 値 幅 は ５ ５ ０ ａ ｒ ｃ ｓ ｅ ｃ で あ っ て 、 転 位 密 度 は ６ × １ ０ 3 ／
ｃ ｍ 2 で あ っ た 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 ま た 、 実 施 例 ３ の 第 １ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ の 場 合 と 同 一 の 方 法 お よ び 同 一 の 条 件 で 、 上 記
の 実 施 例 ３ の 第 ２ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ｂ ～ Ｅ 上 に も そ れ ぞ れ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を 成 長 さ せ 、 成 長 さ せ
た そ れ ぞ れ の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 か ら 実 施 例 ３ の 第 ２ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ の 場 合 と 同 様 に し て 実 施 例
３ の 第 ２ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ｂ ～ Ｅ を そ れ ぞ れ 作 製 し た 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 そ し て 、 実 施 例 ３ の 第 ２ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ｂ ～ Ｅ に つ い て も 、 実 施 例 ３ の 第 ２ Ａ ｌ Ｎ 結 晶
基 板 Ａ の 場 合 と 同 一 の 方 法 お よ び 同 一 の 条 件 で （ ０ ０ ０ ２ ） 面 の Ｘ 線 ロ ッ キ ン グ カ ー ブ の
半 値 幅 と 転 位 密 度 を 評 価 し た 。 そ の 結 果 を 表 ３ に 示 す 。
【 ０ ０ ７ １ 】
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【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 表 ３ に 示 す よ う に 、 実 施 例 ３ の 第 ２ Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 Ａ ～ Ｅ は 、 実 施 例 １ の 第 ２ Ａ ｌ Ｎ 結
晶 基 板 Ａ ～ Ｅ と 比 べ て 、 転 位 密 度 は 低 減 す る 傾 向 に あ っ た が 、 （ ０ ０ ０ ２ ） 面 の Ｘ 線 ロ ッ
キ ン グ カ ー ブ の 半 値 幅 は 悪 く な る 傾 向 に あ っ た 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 　 （ 比 較 例 １ ）
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　 実 施 例 １ と 同 一 の 方 法 お よ び 同 一 の 条 件 で 、 Ｓ ｉ Ｃ 基 板 上 に 、 Ｓ ｉ Ｃ 基 板 の 口 径 ｒ （ ５
０ ． ８ ｍ ｍ ） に 対 し て ０ ． ４ ｒ （ ２ ０ ． ３ ２ ｍ ｍ ） 未 満 の 厚 さ で １ ９ ｍ ｍ の 厚 さ の Ａ ｌ Ｎ
結 晶 を 昇 華 法 に よ り ヘ テ ロ エ ピ タ キ シ ャ ル 成 長 さ せ た 。 そ の 後 、 Ｓ ｉ Ｃ 基 板 を 剥 離 し よ う
と し た と こ ろ 、 ク ラ ッ ク に よ り Ａ ｌ Ｎ 結 晶 が 割 れ て し ま っ た 。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 今 回 開 示 さ れ た 実 施 の 形 態 お よ び 実 施 例 は す べ て の 点 で 例 示 で あ っ て 制 限 的 な も の で は
な い と 考 え ら れ る べ き で あ る 。 本 発 明 の 範 囲 は 上 記 し た 説 明 で は な く て 特 許 請 求 の 範 囲 に
よ っ て 示 さ れ 、 特 許 請 求 の 範 囲 と 均 等 の 意 味 お よ び 範 囲 内 で の す べ て の 変 更 が 含 ま れ る こ
と が 意 図 さ れ る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 大 型 で 高 品 質 な Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 を 製 造 す る こ と が で き る Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基
板 の 製 造 方 法 、 大 型 で 高 品 質 な Ａ ｌ Ｎ 結 晶 を 成 長 さ せ る こ と が で き る Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 成 長 方
法 お よ び そ の 成 長 方 法 に よ り 成 長 し た Ａ ｌ Ｎ 結 晶 か ら な る Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 を 提 供 す る こ と
が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ７ ６ 】
【 図 １ 】 （ ａ ） ～ （ ｄ ） は 、 本 発 明 の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 の 製 造 方 法 の 好 ま し い 一 例 を 示 す 模
式 的 な 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に お い て 異 種 基 板 上 に 成 長 さ せ た Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 転 位 密 度 の 分 布 の 一 例 を 示
す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） ～ （ ｃ ） は 、 本 発 明 の Ａ ｌ Ｎ 結 晶 の 成 長 方 法 の 好 ま し い 一 例 を 示 す 模 式 的
な 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 実 施 例 １ ～ 実 施 例 ３ お よ び 比 較 例 １ で 用 い ら れ た 結 晶 成 長 炉 の 模 式 的 な 断 面 図 で
あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 １ 　 異 種 基 板 、 ２ ， ４ 　 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 、 ３ ， ５ 　 Ａ ｌ Ｎ 結 晶 基 板 、 ６ ， ７ ， ８ ， ９ 　 破 線
、 １ ０ ， １ １ 　 領 域 、 １ ２ ， １ ３ 　 関 数 、 １ ５ 　 坩 堝 、 １ ６ 　 Ｓ ｉ Ｃ 基 板 、 １ ７ 　 Ａ ｌ Ｎ
粉 末 、 １ ８ 　 種 結 晶 保 護 材 、 １ ９ 　 断 熱 材 、 ２ １ ａ ， ２ １ ｂ 　 放 射 温 度 計 、 ２ ２ 　 反 応 容
器 、 ２ ３ 　 高 周 波 加 熱 コ イ ル 。
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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